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LC717A30AppV2 
GUIソフトウェア
ユーザーズマニュアル
��

このマニュアルは、���LC717A30��アプリケーション

・ソフトウェア�“LC717A30AppV2.exe”�の����を��した

ものです。

��

•�LC717A30����

•�LC717A30��モニタ

•�ソースコード$%&�を�'

•�センサー�*の+	,�&�を�'

•�-.��/0の
1を23

•���4を56

www.onsemi.jp

APPLICATION NOTE
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��

GUIのインストール
���LC717A30��アプリケーション・ソフトウ

ェア�｢LC717A30AppV2.exe｣ (7、8ソフト)�をパ
ソコン (7、PC)�の:;の<=に>?してください

。

..... waveファイルフォルダー

..... GUIソフトウェア	
ファイル

..... DLL�ファイル

.....������ファイル

デバイスドライバのインストール

FTDI@Webページ�(http: //www.ftdichip.com/)�の
D2XX Drivers からダウンロードしてください。

Driversをクリック

D2XX Driversをクリック

zipファイルをダウンロードした�に

��します。

�ボードの����

1. PCにUSBケーブルをF�します。

2. USBケーブルとUSB�Gモジュール (USB
Dongle) をF�します。

3.8ソフト (LC717A30AppV2.exe)�を��します。

4. USB�GモジュールとLC717A30��ボードを

F�します。

PC

3. GUI ��

1. USB
ケーブル

2. �� 4. ��

USB  !
モジュール

LC717A30
�ボード

サンハヤト��USB��モジュール｢MM−FT232H｣に

ついて

サンハヤト@�USB�Gモジュール｢MM−FT232H
｣をごKLの<M、8ソフトの��により7Nの&

�をOつPQになります。

� 1.��コネクタ��のピンアサイン

��
$% ��& ��

1 VDD JP1の��により3.3 Vまたは5 V&'

2 GND グランド*+

3 ADBUS0 ,ソフトの��によりSCL/SCK&'

4 ADBUS1 ,ソフトの��によりSDA/SI&'

5 ADBUS2 ,ソフトの��によりSO-'

6 ADBUS4

7 ADBUS3 ,ソフトの��によりnCS&'

http://www.onsemi.jp/
https://www.ftdichip.com/
https://www.ftdichip.com/Drivers/D2XX.htm
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'(と*+

��� 

｢LC717A30AppV2.exe｣のアイコンをダブルクリッ

クします。

メインウィンドウが�Wされます。

USB�GモジュールがPCにF�されていない/0
で��すると、メインウィンドウ6のX�のコント
ロール (｢Monitor START｣ボタンY)�が�アクティブ

/0となります。この/0でもソースコード$%は

[�です。

	!� 

メインウィンドウの\6にある�じるボタン(｢x｣
ボタン)をクリックし、8ソフトを�]します。

^ウィンドウのパラメータ`を>?したい<M
は、メインウィンドウの｢Save Parameters」をaして

>?してください。

バージョン#$
%

タイトルバー

メインウィンドウのタイトルバー6で\クリック
メニューを�Wして、｢About LC717A30App...｣を�
cするとAboutウィンドウが�Wされます。

http://www.onsemi.jp/
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ウィンドウ./

(4), (9)

(3)

(1)

(6)

(7)

(2)

(5)

(8)

� 2.ウィンドウ&0と��

(1) Main Window
,ソフトのメイン12。LC717A30のデータを�45に6み&してモニタする89、デ
ータログを:;する89、ソースコードを&'する89ができます。

(2) Output Window エラー>?や、タッチON/OFFA�BCデータをモニタする12。

(3) Raw Data Graph Window ADDデータや、CdacP/CdacM/Digital Offsetデータをモニタする12。

(4), (9) Setting Window LC717A30のレジスタを��する12。

(5) Register Window FGのシリアルデータをIき6みする12。

(6) Calibration Parameter Window CdacP/CdacM/Digital OffsetデータをIき6みする12。

(7) Liquid Setting Window J々なADD KにLMした&'ウィンドウのN1OPを��する12

(8) Capacitance Checker Window QCinのRSをT�する12

http://www.onsemi.jp/
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コントロール2345

メインウィンドウ (Main Window)
Normalモード

67 1. Normalモード

1−2

1−5

1−3 1−4 1−6

1−7 1−8 1−9 1−11

1−10 1−12
1−13 1−14 1−15 1−16

1−17 1−18

1−20

1−1

1−23
1−24

1−19

1−21

1−22

1−25

Advancedモード

67 2. Advancedモード

1−31

1−27 1−28

1−32 1−33 1−34

1−26

1−29

1−30

http://www.onsemi.jp/
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1-1. ｢USB Dongle I/F｣
USB−シリアル�GモジュールのKLインタフ

ェース（I2CまたはSPI）をd�します。eえ

ば、I2Cをd�するとNfの�Wになります。

1-2. ｢Slave Address｣
LC717A30のI2Cスレーブアドレスは、SA0P
Qh%により、2i���できます。

jkレジスタ: SLAVE Address Register
[0x7F]のSlave6～Slave1ビット

SA0 Pin 7bit Slave Address

Low 0x16

High 0x17

1-3. ｢Sampling Time｣
Windows･GUI(8ソフト)が、LC717A30のレジ
スタから�,データやタッチON/OFFo��
pYを�qrにリードするためのs���を

d�します。Sampling Timeは、1～999 msを
1 mstuでh%できます。8GUIのvw�%
の x6、4 ms76をyzします。

1-4. ｢Write Retry Count｣
���{sにLC717A30への|き!みが}~

したsの|き!みリトライ����をd�し

ます。d�できる��`は�の
りです:
｢None｣、｢1 time｣、｢2 times｣、｢3 times｣、
｢4 times｣、｢5 times｣。eえば、2�リトライを

d�する<M（つまり、��3�|き!みを

トライする<M）は｢2 times｣をd�し、X�

リトライしない<Mは｢None｣をd�します。

1-5. ｢Touch Status｣
Result Data (0x2A)�の`をビット�Wし、^

CinのタッチON/OFFo��pをWします。N

"は、Cin0をタッチした<Mのeになりま

す。

jkレジスタ: Result Data Register [0x2A]

1-6. ｢Soft Reset｣
LC717A30のソフトウエアリセットを#い、

レジスタを�q`に�します。モニタ��の

s、��となります。

jkレジスタ: Control 2 Register [0x40]の
SoftRstビット

1-7. ｢Monitor START｣
LC717A30のモニタを$�します。GUIはまず

、[1-9]�｢Parameter Update」フラグがセットさ

れているときに、LC717A30に “Setting
Window”�で�cされたレジスタ`を|き!み

ます。�に、[1-10]�「Offset Calibration」フラ
グが��されている<M、GUIはオフセット
キャリブレーションを�#します。その�、

,�が$�されます。 [1-3] [Sampling Time]
��がd�されたサンプリングsに、“Output
Window” と “Raw Data Graph Window”
に�pが�Wされます。モニタ��を��す

るには、｢Monitor STOP｣ボタンをクリックし

ます。

モニタ�は、X�のボタン��は��となり

ます。

1-8. ｢Monitor STOP｣
LC717A30のモニタを��します。8ボタン
の�"は、モニタ�は｢Monitor STOP｣に�わ

り、モニタ���、｢View Data CLEAR｣に�
わります。｢View Data CLEAR｣をaすと、Cin
�,�p$%ウィンドウの�W�+をクリア

します。

1-9. ｢Parameter Update｣
♦�チェック�の<Mは、“Setting Window” で
��した�+をモニタスタート�に��さ

せます。�8rには、チェック�でKLし

てください。

♦�チェック�の<Mは、

“SetParamDefault.prm”ファイルの�+を�

�させ、“Setting Window”�の�+は��さ

れません。チェック�にすると、

｢Parameter Update｣の��が%く�Wされま

す。

http://www.onsemi.jp/
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1-10. ｢Offset Calibration｣
♦�チェック�の<Mは、｢Monitor START｣を
aされたsに&rオフセットキャリブレー
ションを��し、モニタを$�します。

♦�チェック�の<Mは、｢Monitor START｣を
aされたsに&rオフセットキャリブレー
ションを��せずモニタを$�します。チ

ェック�にすると、｢Offset Calibration｣の�
�が%く�Wされます。“Setting Window”�
で��したCdacP、CdacM、Digital Offsetの
�+を��させたい<Mは、チェック�で

KLします。

1-11. ｢SW Error Enable｣
♦�チェック�の<Mは、Cin�,�p$%の

ボタン�Wでエラー�Wするようになりま

す。

♦�チェック�の<Mは、Cin�,�p$%の

ボタン�Wでエラー�Wしません。

1-12. ｢SW Label Set｣
♦�チェック�の<Mは、Cin�,�p$%ウ
ィンドウのCin�,�"をCin��（Cin0～
Cin7）�"します。

♦�チェック�の<Mは、Cin�,�p$%ウ
ィンドウのCin�,�"をSW��（SW1～
SW8）�"します。

1-13. ｢Output View｣
“Cin�,�p$%ウィンドウ”�を�Wし、Cin
�,�p、^iエラー、ノイズアラーム、�

rオフセットキャリブレーションタイミング
を�Wします。

1-14. ｢Raw Data Graph｣
“�,データグラフウィンドウ”�を�Wし、

AD`、CdacP/CdacM/Digital Offset`をグラフ
�Wします。

1-15. ｢Setting Dialog｣
“��ウィンドウ”�を�Wし、モニタスタート

する�の^iパラメータ��を#います。

1-16. ｢Register Dialog｣
“レジスタウィンドウ”�を�Wし、レジスタに

¤Fアクセスできます。

1-17. ｢Load Parameters｣
��ファイル “.prm”�を�cすると、��ファ

イルに"'されたパラメータを(み$し、モ
ニタスタートにより(み$されたパラメータ
にて�,$�します。

1-18. ｢Save Parameters｣
ファイル¥をd�して¦s§での^iパラメ
ータ`を、>?します。>?したファイルの

¨©Qは、“.prm” となります。

1-19. ｢Log Data Count｣
♦�チェック�の<Mは、データログª«��

をd�できます。[1−24]�｢Data Log Start｣を
aすとデータログª«を$�し、d���

までª«すると、)�rにデータログª«

を�]します。

♦�チェック�の<Mは、データログª«��

は��となります。[1−24]�｢Data Log Start｣
をaすとデータログª«を$�し、�に

[1−24]�｢Data Log Stop｣がaされるまでログ

データをª«し�けます。

1-20.データログª«��
[1-19]�｢Log Data Count｣チェックボックスがチ

ェック�のs、ログデータをª«する*の�
�(1～999,999�)をd�します。データª«s

���は、[1-3]�｢Sampling Time｣でd�しま

す。

1-21. ｢Auto File Name｣
♦�チェック�の<Mは、データログを>?す

るファイル¥を、ª«$�sに)�¬し

ます。ファイル¥は “LogDataYYYYMMDD
XXXXXXX.txt”�となります。“YYYYMMD
D”�は®¯°、“XXXXXXX”�は+�となり

ます。

♦�チェック�の<Mは、[1−22]�｢File Name｣に
よりファイル¥を)±にd�できます。

1-22. ｢File Name｣
[1-21]�｢Auto File Name｣チェックボックスがチ

ェック�のs、データログを>?するファイ
ル¥をd�します。デフォルトのファイル¥
は、“LogData.txt” となります。

1-23.データログ��ª«,-
ª«��をd�してデータログをª«する<
M、ª«,-を�Wします。

http://www.onsemi.jp/
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1-24. ｢Data Log Start｣
データログª«を�#しd�ファイルに>?
を$�します。ログª«�は、8ボタンの�
"は｢Data Log STOP｣に�わり、ボタンがaさ

れるまでログª«を.�します。ログª«�
]�、ボタン�"は｢Data Log Start｣に�りま

す。

1-25. ｢Setting Mode (Main)｣
デモンストレーションや/³rな��には�
��+を´0した｢NORMAL｣モードが1して

います。

23��は、すべての��が[�な

｢ADVANCED｣モードが1していますので/µ

にMわせてお�びください。

1-26. ｢CalPara Dialog｣
“4¶+	`パラメータウィンドウ”�を�Wし

、LC717A30の4¶+	` (CdacP/CdacM/
Digital Offset) の`を|き(みできます。

1-27. ｢Cap Checker｣
“+	`�,ウィンドウ”�を�Wし、��ウィ
ンドウにて��された·¸で^Cinの+	`�
,を#います。

1-28. ｢Liquid Dialog｣
“¹º»1����ウィンドウ”�を�Wし、

Cin�,�p$%ウィンドウの¼½��を��
します。(Use channel, ON/OFF またはLevel,
AD`プラスまたはAD`マイナス)
¹º»1は、LC717A30の¹º»1Lファイ

ル “A30UJGEVKV2_Liquid.prm”�を(み!んだ

sのみ “Liquid Dialog”�ボタンが�Wされます

。

(このファイルは、“LC717A30UJGEVK”�ウエ
ブサイト

“LC717A30UJGEVKV2_PARAMETER.zip”�を
ダウンロードして¿Lできます。)

1-29. ｢Add a Time Stamp｣
♦�チェック�の<Mは、GUI��/0、レジ

スタ`やタイムスタンプをÀめたデータロ

グが$%されます。

♦�チェック�の<Mは、ÁアプリとÂÃに(
み$した`のみが$%されます。

1-30. ｢Sound OFF｣
♦�チェック�の<Mは、タッチONo�にな

ったときに�p5を6らしません。メイン

ウィンドウの｢Sampling Time｣を7く��し

た<M、GUIのvw�%を6げるためにチ

ェック�をyzします。

♦�チェック�の<Mは、タッチONo�にな

ったときに�p5を6らします。

1-31. ｢Include a Header File｣
♦�チェック�の<Mは、ヘッダーデータをÀ

めたソースファイルが$%されます。

♦�チェック�の<Mは、メインファイルとヘ

ッダーファイルがÅ々に$%されます。

1-32. ｢Interval Mode｣
��ウィンドウの｢Sleep/Interval mode｣チェッ
クボタンの/0が�Wされます。

1-33. ｢Use INTOUT｣
♦�チェック�の<Mは、INTOUTをKったソ

ースコードが$%されます。

♦�チェック�の<Mは、INTOUTをKわない

ソースコードが$%されます。

1-34. ｢Source Code｣
ソースファイルがGUIÆ8フォルダに>?さ

れます。

♦�メインファイル¥: LC717A30_main.txt
♦�ヘッダーファイル¥: LC717A30_RegList.h

��の9みMわせにより、7Nの·¸のソースフ
ァイルを$%できます。

• インターバルモードでINTOUTをKLしたI2C

• インターバルモードでINTOUTをKLしたSPI

• インターバルモードでINTOUTをKLしないI2C

• インターバルモードでINTOUTをKLしないSPI

• スリープモードでINTOUTをKLしたI2C

• スリープモードでINTOUTをKLしたSPI

• スリープモードでINTOUTをKLしないI2C

• スリープモードでINTOUTをKLしないSPI

Cin�)�*+,ウィンドウ (Output Window)

2−2 2−5

2−3

2−4
2−6 2−1

2-1.システムエラー�W
LC717A30エラーステータスのシステムエラ

ー (Error Status Register [0x2C]のSYSERRビッ
ト) を�Wします。

♦�No SYS Error: LC717A30にてシステムエラ

ーなし

♦�SYS Error: LC717A30にてシステムエラーÇ

¬

http://www.onsemi.jp/
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N"は、LC717A30にてシステムエラーがÇ

¬した<Mのeになります。

2-2.キャリブレーションエラー�W
LC717A30エラーステータスのキャリブレー

ションエラー (Error Status Register [0x2C]の
CALERRビット) を�Wします。

♦�No CAL Error:�キャリブレーションエラー
なし

♦�CAL Error:�キャリブレーションエラーÇ¬。

キャリブレーションエラーがÇ¬したCin
チャネル (Error Channel Status Register 
[0x2D]) を�Wします。

N"は、Cin0にキャリブレーションエラーが

Ç¬した<Mのeになります。

2-3.タッチON/OFFo��p�W
j:チャネルのタッチON/OFFo��p
(Result Data Register [0x2A]) を�Wします。

♦�;<: タッチOFFo�
♦�%<: タッチONo�
♦�=<:��Wクリアまたはオフセットキャリ

ブレーション>#�。

N"は、Cin0がタッチONo�した<Mのeに

なります。

2-4. Noise Alarm/0�W
&rオフセットキャリブレーションおよび�
rオフセットキャリブレーションを��した

�pから、ÉÊノイズのË?により�,`
(AD`)の-.を
1する&�のアラームレベ

ル (Error Status Register [0x2C]のDALM1,
DALM0ビット) を�Wします。

N"は、-.アラームレベル2がÇ¬した<
Mのeになります。

Noise Alarm DALM1 DALM0
AD;<=

アラームレベル

UVW 0 0 レベル0

Level1YW 0 1 レベル1

Level1、2YW 1 0 レベル2

Level1～3YW 1 1 レベル3

2-5.�rオフセットキャリブレーション��タイ
ミング�W
�rオフセットキャリブレーション��フラ
グ (Control2 Register [0x40]のDyCalAckビット)
を�Wします。�rオフセットキャリブレー

ションが��されたタイミングでXÍ§Îし

ます。N"は、�rオフセットキャリブレー
ションが��された<Mのeになります。

2-6.インターフェースエラー�W
8GUIでは、スレーブアドレス (SLAVE
Address Register [0x7F]のSlave6～Slave1ビット)
を(み$してoÏします。

♦�Normal Access: 
ÐÑ.
♦�I/F Error: 
Ð-.Ç¬
N"は、LC717A30へのレジスタアクセスに

て
Ð-.がÇ¬した<Mのeになります。

http://www.onsemi.jp/
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Rawデータグラフウィンドウ 
(Raw Data Graph Window)

Normalモード

3−2

3−53−3

3−4 3−6

3−1

3−4

3−5 3−7

67 3. Normalモード

Advancedモード

3−11
3−103−9

67 4. Advancedモード

http://www.onsemi.jp/
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3-1. ｢Graph Enable｣
♦�チェック�の<Mは、モニタしたRawデー
タを�{しグラフに�Wします。

♦�チェック�の<Mは、モニタしたRawデー
タを�{せず7�の/0を�Wします。メ

インウィンドウの｢Sampling Time｣を7く�

�した<M、GUIのvw�%を6げるため

にチェック�をyzします。

3-2.^Cinの�,`(AD`)データグラフ
($した^Cinの�,`(AD`) (CinX Data
Register (X = 0～7) [0x1A～0x21])�を@<のA
でグラフ�Wします。^グラフにおけるBC
の`のDÒは−128～0～+127(dec)です。�Ó
のÔ<Aのところが0になります。メインウ

ィンドウの｢Sampling Time｣でd�したモニタ

リングs���で�,データをª«してÕか

ら\�5に¼½します。�\Pまで¼½した

らXÖクリアして×びÕから\�5へ¼½し

ます。

jkレジスタ: CinX Data Register (X = 0 to 7)
[0x1A～0x21]

3-3.^Cinの�{�,`(AD`)
($した^Cinの�{�,`(AD`) (CinX Data
Register (X = 0～7) [0x1A～0x21])�を�Wしま

す。�Wされる`のDÒは、−128～0～+127(d
ec)であり、[3−9] ｢Draw Width｣および、[3−10]
�W��AD`で��できます。

jkレジスタ: CinX Data Register (X = 0 to 7)
[0x1A～0x21]

3-4.^CinのCdacP/CdacM`データグラフ
($した^CinのCdacP、CdacM` (Cin0/4
CDAC Plus Register [0x22]～Cin3/7 CDAC Minus
Register [0x29])�を@<のAでグラフ�Wしま

す。^グラフにおけるBCの`のDÒは00h
～FFh(hex)です。�ÓのÔ<Aのところが80h
になります。

jkレジスタ: Cin X CdacP/CdacM Register (X =
0 to 7) [0x22～0x29]

3-5.^Cinの�{CdacP/CdacM`
($した^Cinの�{CdacP、CdacM` (Cin0/4
CDAC Plus Register [0x22]～Cin3/7 CDAC Minus
Register [0x29])�を�Wします。�Wされる`

のDÒは00h～FFh(hex)であり、[3−11] ｢Hex to
Capacitance｣にてhex�Wと+	�Wを��で

きます。

jkレジスタ: Cin X CdacP/CdacM Register (X =
0 to 7) [0x22～0x29]

3-6.^CinのDigital Offset`データグラフ
($した^CinのDigital Offset` (Cin0/4 Digital
Offset Register [0x06]～Cin3/7 Digital Offset
Register [0x09])�を@<のAでグラフ�Wしま

す。

^グラフにおけるBCの`のDÒは、−128～
0～+127(dec)です。�ÓのÔ<Aのところが0
になります。

jkレジスタ: Cin X Digital Offset Register
(X = 0 to 7) [0x06～0x09]

3-7.^Cinの�{Digital Offset`
($した^Cinの�{Digital Offset` (Cin0/4
Digital Offset Register [0x06]～Cin3/7 Digital
Offset Register [0x09])�を�Wします。�Wさ

れる`のDÒは−128～0～+127(dec)です。

jkレジスタ: Cin X Digital Offset Register
(X = 0 to 7) [0x06～0x09] 3−8

3-9. ｢Draw Width｣
3-10.�W��AD`

♦�チェック�の<Mは、[3−2]�^Cinの�,`
(AD`)データグラフで�Wされる`のDÒ

を[3−10] �W��AD`に��します。

♦�チェック�の<Mは、�Wされる`のDÒ

は−128～0～+127 (dec)です。

+20 to −20 +127 to −128

3-11. ｢Hex to Capacitance｣
♦�チェック�の<Mは、[3−5]�^Cinの�{

CdacP / CdacM`で�WされるØÙを+	`

に��します。

♦�チェック�の<Mは、[3−5]�^Cinの�{
CdacP / CdacM`で�WされるØÙを

00h～FFh(hex)に��します。
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0ウィンドウ (Setting Window)
Normalモード

4−29

4−5

4−9

4−4 4−6 4−7 4−10 4−11

4−8

4−12

4−13

4−17

4−18

4−19

4−27

4−20

4−14

4−3

4−1

4−28

4−21

4−2

4−15

4−16

4−22

4−23

4−24

4−25

4−26

4−30

4−31

4−32

4−33

4−34

67 5. Normalモード

Advancedモード

9−3

9−5

9−10

9−4

9−8

9−9

9−1 9−2

9−5

9−6

9−7

67 6. Advancedモード
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4-1. ｢Setting Mode (Sub)｣
メインウィンドウの｢Setting Mode (Main)｣チェ
ックボタンの/0が�Wされます。

4-2. ｢Setting Register [hex]｣
��ウィンドウで��した�+をレジスタÚ
に�Wします。ここに�Wされたレジスタ`
は、メインウィンドウの｢Monitor START｣s
に��されます。Û、Control 1 Register [0x2F]
のWriteReq、Measureビットには “1”�が��さ

れ、ParaChビットは、メインウィンドウの

｢Parameter Update｣のチェックボックス、

StaCalビットはÂÃに｢Offset Calibration｣チェ
ックボックスの��にkじた`が��されま

す。

jkレジスタ: 0x00～0x19, 0x22～0x29, 0x2B,
0x2F～0x3D

4-3. ｢Text out set reg.｣
[4-2]の�W�+をÀむレジスタ0x00～0x40の
� � � + を GUI Æ 8 フ ォ ル ダ に

“LC717A30_RegSetting.txt”ファイルとして>

?されます。

4-4. ｢Use Ch｣
♦�チェック�の<Mは、Cinは��となり�

,します。

♦�チェック�の<Mは、Cinは��となり�

,しません。

jkレジスタ: Use Channel Register [0x00]
4-5. ｢Gain(2nd)｣

^Cinの�Üアンプのゲイン(tu: [Þ])を��
します。�Üアンプのゲインは、｢1 (Min)｣～
｢16 (Max)｣のうちから�cします。

jkレジスタ: CinX 2nd Gain Register (X = 0 to 7)
[0x02～0x05]

4-6. ｢Touch Thr.｣
^CinのタッチONo�しきい`(0～127)を�
�します。[4−6]｢Touch Thr.｣ > [4−7]｢Off Thr.｣
となるよう��します。

jkレジスタ: CinX ON Threshold Register (X =
0 to 7) [0x0A～0x11]

4-7. ｢Off Thr.｣
^CinのタッチOFFo�しきい`(0～127)を�
�します。

[4−7]｢Off Thr.｣ > [4−24] ｢DynOffCalTh Plus｣
となるよう��します。

jkレジスタ: CinX OFF Threshold Register
(X = 0 to 7) [0x12～0x19]

4-8. ｢=Cin0｣、｢=Cin4｣
このチェックボックスをチェックすることに

より、Cin0～Cin3または、Cin4～Cin7にjし

てÂじ��をd�できます。

♦�｢=Cin0｣チェック�の<M、Cin0の ｢Gain
(2nd)｣、｢Touch Thr.｣、｢Off Thr.｣��がCin1
～Cin3の��にも��されますが、チェッ

ク�の<Mは、Cin1～Cin3の��に��さ

れません。

♦�｢=Cin4｣チェック�の<M、Cin4の｢Gain
(2nd)｣、｢Touch Thr.｣、｢Off Thr.｣��がCin5
～Cin7の��にも��されますが、チェッ

ク�の<Mは、Cin5～Cin7の��に��さ

れません。

4-9. ｢Sleep/Interval Mode｣
♦�｢Sleep Mode｣チェック�の<Mは、

LC717A30をスリープモードに��し、

｢Sleep Time｣��で�qrにLC717A30をウ
ェイクアップして�,�pを(み$します

。(IntModeビット= “0”)
♦�｢Interval Mode｣チェック�の<Mは、

LC717A30をインターバルモードに��

し、[1−3]｢Sampling Time｣��で�qrに�

,�pを(み$します。(IntModeビット=
“1”)

jkレジスタ: Control 1 Register
[0x2F]のIntModeビット、Control 2 Register
[0x40]のWakeUpビット。

4-10. ｢CdacP｣
^CinのCdacP`(0～255)を��します。[4−13]
の��が｢Cin0−Cin3｣の<M、Cin0～Cin3の
CdacPの`として��されます。[4−13]の��
が｢Cin4−Cin7｣の<M、Cin4～Cin7のCdacPの
`として��されます。

jkレジスタ: Cin X CdacP Register (X = 0 to 7)
[0x22, 0x24, 0x26, 0x28]

4-11. ｢CdacM｣
^CinのCdacM`(0～255)を��します。

[4−13]の��が｢Cin0−Cin3｣の<M、Cin0～
Cin3のCdacMの`として��されます。

[4−13]の��が｢Cin4−Cin7｣の<M、Cin4～Cin
7のCdacMの`として��されます。

jkレジスタ: Cin X CdacM Register (X = 0 to 7)
[0x23, 0x25 ,0x27, 0x29]

4-12. ｢Digi Offset｣
^CinのDigital Offset`(−128～0～127)を��
します。[4−13]の��が｢Cin0−Cin3｣の<M、

Cin0～Cin3のDigital Offsetの`として��され

ます。[4−13]の��が｢Cin4−Cin7｣の<M、

Cin4～Cin7のDigital Offsetの`として��され

ます。

jkレジスタ: Cin X Digital Offset Register
(X = 0 to 7) [0x06～0x09]
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4-13. ｢Cin0−Cin3｣、｢Cin4−Cin7｣
｢CdacP｣、｢CdacM｣、｢Digi Offset｣`は、すべ

てのCinをÂsに��をすることができず、

Cin0～Cin3または、Cin4～Cin7のどちらかを

d�します。

♦�｢Cin0−Cin3｣チェック�の<M、Cin0～Cin3
の｢CdacP｣、｢CdacM｣、｢Digi Offset｣`が�

�されます。

♦�｢Cin4−Cin7｣チェック�の<M、Cin4～Cin7
の｢CdacP｣、｢CdacM｣、｢Digi Offset｣`が�

�されます。

jkレジスタ: Control 3 Register [0x2B]の
CdacSelビット。

4-14. ｢Short Interval Time｣
ショートインターバルs�(0～255 ms)を��
します。

jkレジスタ: Short Interval Time Register [0x34]
4-15. ｢Long Interval Time｣

ロングインターバルs�(0～355 ms)をd�し

、GUI6でE$したロングインターバルベー

スs�(Measurement Mode 1 Register [0x3A]の
LIVALBビット)とロングインターバルs�
(Long Interval Time Register [0x35])をレジスタ
にセットします。

jkレジスタ: Long Interval Time Register
[0x35]および、Measurement Mode 1 Register
[0x3A]のLIVALBビット

4-16. ｢Long Interval Start Time｣
ßチャネルがタッチOFFo�/0にà#して

からロングインターバルモードが$�するま

での�,��を00h～FFh(hex)で��します。

さらに、à#s�(typ)を�Wします。

jkレジスタ: Long Interval Mode Start Count
Register [0x3C]

4-17. ｢Gain(1st)｣
Cin0～Cin3および、Cin4～Cin7の�Üアンプ

のゲイン(tu:�フェムトファラド (fF))を��
します。�Üアンプのゲインは、｢1600 (Min)
｣～｢100 (Max)｣のうちから�cします。

jkレジスタ: Cin 1st Gain Adjust Register
[0x3D]

4-18. ｢Average Count｣
�,データáâ��を��します。�,デー
タáâ��は、｢8 times｣、｢16 times｣、｢32
times｣、｢64 times｣、｢128 times｣のうちから�
cします。

jkレジスタ: Average Count Register [0x30]
4-19. ｢Cin (Non Measure)｣

XつのCinが�,�のとき、ãのCinは�,を

ä�しています。ä�sのPQ/0を｢Low｣
、｢Hi−z｣、｢Cdrv｣Ð�$%のうちから�cで

きます。

jkレジスタ: Measurement Mode 1 Register
[0x3A]のMCIN1, MCIN0ビット。

4-20. Dynamic Offset Calibration��·¸
�rオフセットキャリブレーション��·¸
を�Wします。[4−21]～[4−25]に��された`
によって、｢ENABLE｣、｢DISABLE｣、｢Plus
Only｣、｢Minus Only｣のうちから�Wします。

4-21. ｢Cycle (Short Interval)｣
ショートインターバル/0sの�rオフセッ
トキャリブレーションを��するかどうかの

o�のための��サイクル�(0~255�,ごと

に1�)を00h～FFh(hex)で��します。Û、

｢Cycle (Short Interval)｣に “0”�を��した<
M、�rオフセットキャリブレーションは�
�されず、�rオフセットキャリブレーショ
ン��·¸テキストボックスが “DISABLE”�
を�Wします。

jkレジスタ: Short Interval Dynamic OffCal
Cycle Register [0x36]

4-22. ｢Dynamic Offset Plus｣
Ñ`åの�rオフセットキャリブレーション
を��するタイミング��を�めるカウンタ
�を00h～FFh(hex)で��します。さらに、G
UI6でE$した��s�(typ)を�Wします。

Û、｢Dynamic Offset Plus｣に “0”�を��した<

M、�rオフセットキャリブレーションは�
�されず、�rオフセットキャリブレーショ
ン��·¸テキストボックスが “DISABLE”�
を�Wします。

jkレジスタ: Dynamic OffCal Time Plus
Register [0x37]

4-23. ｢Dynamic Offset Minus｣
F`åの�rオフセットキャリブレーション
を��するタイミング��を�めるカウンタ
�を00h～FFh(hex)で��します。さらに、G
UI6でE$した��s�(typ)を�Wします。

Û、｢Dynamic Offset Minus｣に “0”�を��した

<M、�rオフセットキャリブレーションは

��されず、�rオフセットキャリブレーシ
ョン��·¸テキストボックスが “DISABLE”
を�Wします。

jkレジスタ: Dynamic OffCal Time Minus
Register [0x38]

4-24. ｢DynOffCalTh Plus｣
�rオフセットキャリブレーション��DÒ
のÑ`åN0AD`を��します。Ñ`åN0
AD`は、｢None｣、｢1｣～｢15｣のうちから�c
します。｢DynOffCalTh Plus｣に｢None｣を��
した<M、Ñ`åの�rオフセットキャリブ
レーションは��されず、�rオフセットキ
ャリブレーション��·¸テキストボックス
が “Minus Only” を�Wします。

[4-7]｢Off Thr.｣ > [4-24]｢DynOffCalTh Plus｣
となるよう��します。

jkレジスタ: Dynamic OffCal Threshold
Register [0x01]のDCalTHP0～3ビット
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4-25. ｢DynOffCalTh Minus｣
�rオフセットキャリブレーション��DÒ
のF`å60AD`を��します。F`å60
AD`は、｢None｣、｢−15｣～｢−1｣のうちから�
cします。｢DynOffCalTh Minus｣に｢None｣を
��した<M、F`åの�rオフセットキャ
リブレーションは��されず、�rオフセッ
トキャリブレーション��·¸テキストボッ
クスが “Plus Only” を�Wします。

jkレジスタ: Dynamic OffCal Threshold
Register [0x01]のDCalTHM0～3ビット

4-26. ｢PDCLP (Dynamic OffCal Condition)｣
♦�｢All Touch Off｣チェック�の<M、�,j

:CinすべてがタッチONしきい`7Nの<

Mのみ、Ñ`åの�rオフセットキャリブ

レーションをo�/��します。(PDCLPビ
ット= “0”)

♦�｢Not all Off｣チェック�の<M、�,j:C
inの�でタッチONしきい`7NのCinのみ

、Ñ`åの�rオフセットキャリブレーシ

ョンをo�/��します。(PDCLPビット
= “1”)

jkレジスタ: Measurement Mode 1 Register
[0x3A]のPDCLPビット。

4-27. ｢for (OFF−>ON)｣
チャタリングG�のためOFFからONへHàす

るデバウンスカウント`(1～255)を��しま

す。

jkレジスタ: Debounce Count 1 Register [0x32]
4-28. ｢for (ON−>OFF)｣

チャタリングG�のためONからOFFへHàす

るデバウンスカウント`(1～255)を��しま

す。

jkレジスタ: Debounce Count 2 Register [0x33]
4-29. ｢Add External Cdac (Auto Setting)｣

�きな+	のセンサー�*をKLしたアプリ
ケーションのためにÉçけ+	をKLした�
,を#う<M、チェックをhれると、[4−30]
～[4−34]をXèして��します。

4-30. ｢CdrvBar Pin｣
♦�｢Disable (Hi−z)｣チェック�の<Mは、Cdrv

BarPQをHi−zにします。(CDRVBビット
= “0”)

♦�｢Enable｣チェック�の<Mは、CdrvBarPQ
からCdrvBarÐ�を$%します。(CDRVBビ
ット= “1”)

jkレジスタ: Measurement Mode 2 Register
[0x3B]のCDRVBビット

4-31. ｢CMAdd0 Pin for Cin0−Cin3｣
♦�｢Disable (Hi−z)｣チェック�の<Mは、

CMAdd0PQをHi−zにします。(CADD0EN
ビット= “0”)

♦�｢Enable｣チェック�の<Mは、CMAdd0P
QをKLした�,を#います。(CADD0EN
ビット= “1”)

jkレジスタ: Measurement Mode 2 Register
[0x3B]のCADD0ENビット

4-32. ｢CMAdd4 Pin for Cin4−Cin7｣
♦�｢Disable (Hi−z)｣チェック�の<Mは、

CMAdd4PQをHi−zにします。(CADD4EN
ビット= “0”)

♦�｢Enable｣チェック�の<Mは、CMAdd4P
QをKLした�,を#います。(CADD4EN
ビット= “1”)

jkレジスタ: Measurement Mode 2 Register
[0x3B]のCADD4ENビット

4-33. ｢Reference Pin for Cin0−Cin3｣
♦�｢Cref only｣チェック�の<Mは、Cin0−Cin3
�,sにCrefのみKLします。(CIN0CINP2
ビット= “0”)

♦�｢Cref+CrefAdd｣チェック�の<Mは、Cin0−
Cin3�,sにCrefPQとCrefAddPQのé�

をKLします。(CIN0CINP2ビット= “1”)
jkレジスタ: Measurement Mode 2 Register
[0x3B]のCIN0CINP2ビット

4-34. ｢Reference Pin for Cin4−Cin7｣
♦�｢Cref only｣チェック�の<Mは、Cin4−Cin7
�,sにCrefのみKLします。(CIN4CINP2
ビット= “0”)

♦�｢Cref+CrefAdd｣チェック�の<Mは、Cin4−
Cin7�,sにCrefPQとCrefAddPQのé�

をKLします。(CIN4CINP2ビット= “1”)
jkレジスタ: Measurement Mode 2 Register
[0x3B]のCIN4CINP2ビット

9-1. ｢Touch−On Cancel｣
Is�タッチONの/0が.�している<Mに

タッチOFFにするフェイルセーフ&�である｢
タッチ)�キャンセル&�｣をGUIアルゴリズ
ムで�¦しています。ëºrには、タッチON
の/0が [9−2]｢タッチ)�キャンセルs�｣に
d�したs�.�したら、Control 1 register
[0x2F]に83hを��して、&rオフセットキャ
リブレーションを��させます。

♦�チェック�の<M、タッチ)�キャンセル
&�が��になります。

♦�チェック�の<M、タッチ)�キャンセル

&�が��になります。

9-2. ｢タッチ)�キャンセルs�｣
タッチ)�キャンセル&�の��s�(tu:
ms)をd�します。

9-3. ｢Amp Mode｣
♦�｢Differential Mode｣チェック�の<M、ì�

モードで�,します。(AmpMode = “0”)
♦�｢Single Mode｣チェック�の<M、シングル

モードで�,します。(AmpMode = “1”)
jkレジスタ: Control 3 Register
[0x2B]のAmpModeビット

http://www.onsemi.jp/


AND9845

www.onsemi.jp
16

9-4. ｢Dummy Cycle｣
♦�｢4 Cycle｣チェック�の<M、�,$�sの

ダミーサイクル�を4サイクルで�,しま

す。(DmCyc = “0”)
♦�｢7 Cycle｣チェック�の<M、�,$�sの

ダミーサイクル�を7サイクルで�,しま

す。(DmCyc = “1”)
jkレジスタ: Measurement Mode 1 Register
[0x3A]のDmCycビット

9-5. ｢Filter Parameter 1｣、｢Filter Parameter 2｣
ノイズjJL,�フィルタパラメータの��
`を�えられるコントロールボックスである

が、
.はそのままKLします。(Filter
Parameter 1 = “2”、Filter Parameter 2 = “0”)
jkレジスタ: Filter Parameter Register [0x31]

9-6. ｢Filter MedMode｣
ノイズフィルタを
すための,���モード
であり、
.はそのままKLします。(Filter
MedMode = “msb 10”)
jkレジスタ: Control 3 Register
[0x2B]のMedMode1, MedMode0ビット

9-7. ｢MDtHold (No−Erase Data)｣
♦�チェック�の<M、�,データ>?モード
&�が��になります。(MdtHold = “0”)

♦�チェック�の<M、�,データ>?モード
&�が��になります。(MdtHold = “1”)

jkレジスタ: Control 1 Register
[0x2F]のMDtHoldビット

9-8. ｢Assert Condition｣
♦�｢After measure｣チェック�の<M、�,�

]ÚにINTOUTÐ�をアサートさせる。

(INTMD1 = “0”)
♦�｢Touch ON｣チェック�の<M、�,�]か

つ、1つ76のチャネルがタッチONo�/
0sのみINTOUTÐ�をアサートさせる。

(INTMD1 = “1”)
jkレジスタ: Measurement Mode 1 Register
[0x3A]のINTMD1ビット

9-9. ｢Negate Condition｣
♦�｢By manual｣チェック�の<M、インター

バルq�またはスリープq��]sの

INTOUT$%モードを)�rにネゲートさ

せない。(INTMD2 = “0”)
♦�｢Automatic｣チェック�の<M、INTOUTア
サート�インターバルq�またはスリープ

q��]�に)�rにネゲートさせる。

(INTMD2 = “1”)
jkレジスタ: Measurement Mode 1 Register
[0x3A]のINTMD2ビット

9-10. ｢Static OffCal CDAC Base｣
&rオフセットキャリブレーション��sの

�í+	`を��します。�í+	`は、｢1
pF｣、｢2 pF｣、｢4 pF (Init)｣のうちから�cしま

す。

jkレジスタ: Static OffCal CDAC Base
Register [0x39]
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レジスタウィンドウ (Register Window)

5−10

5−6

5−9

5−8

5−7

5−11

5−45−55−3

5−135−12

5−2

5−1

5-1. ｢Size｣
リード/ライトするレジスタサイズ(tu:
バイト�)をd�します。レジスタサイズは、

｢1｣～｢16｣のうちから�cします。ここでd
�したバイト�のみ[5−12]｢Write Data｣および

、[5−13]｢Read Data｣が���Wとなります。

5-2. ｢Register Address｣
5-11.レジスタアドレス

リード/ライトする*の$�レジスタアドレス

をd�します。アドレスを��すると[5−11]
にjkするアドレス0x(hex)が��されます。

5-3. ｢Write｣
5-12.ライトデータ

ライトしたい�+を[5−12]にh%し、｢Write｣
ボタンをaすと、｢Register Address｣でd�し

たアドレスから｢Size｣でd�したレジスタサ

イズîK�した｢Write Data｣を|き!みます。

Û、ライトデータ�îがK�したシリアルデ
ータを1ÖにLMするため、LC717A30におけ

るリードオンリーレジスタ(0x1A～0x21, 0x2A
, 0x2C, 0x2D, 0x7F)および、システムïNOð
(Write��)のレジスタ(0x2E, 0x3E, 0x3F, 0x41
～0x7E, 0x80～0xFF)はアクセスしないように

ñ;してください。

5-4. ｢Read｣

5-13.リードデータ
｢Read｣ボタンをaすと、｢Register Address｣で
d�したアドレスから｢Size｣でd�したレジ
スタサイズîK�した｢Read Data｣を[5−13]テ
キストボックスに�Wします。Û、リードデ
ータ�îがK�したシリアルデータを1Öに

LMするため、LC717A30におけるシステム

ïNOð(Write��)のレジスタ(0x2E, 0x3E,
0x3F, 0x41～0x7E, 0x80～0xFF)の`は>Pさ

れません。

5-5. ｢<=｣
[5-13]｢Read Data｣テキストボックスの�+を

[5-12]｢Write Data｣テキストボックスにコピー

します。

5-6. ｢Control1 Register｣
Control 1 Register [0x2F]の^ビットにjkした

チェックボックスをL;し、チェック�の<
Mは、jkしたビットが “1”、チェック�の

<Mは、jkしたビットが “0”�として|き!
み�のíóをします。このチェックボックス
を��しただけではLC717A30には|き!み

を#いません。eえば、｢WriteReq｣、
｢IntMode｣、｢ParaCh｣、｢StaCal｣、｢Measure｣
のチェックボックスをチェックするならば、

8GUIは
Control 1 Register [0x2F]の|き!みデータとし

て8Fhをíóします。

5-7. ｢Store Control1｣
[5-6]でd�した^ビットの�+をjkさせた

ライトデータをControl 1 Register [0x2F]に|き

!みます。

5-8. ｢Control2 Register｣
Control 2 Register [0x40]の^ビットにjkした

チェックボックスをL;し、チェック�の<
Mは、jkしたビットが “1”、チェック�の

<Mは、jkしたビットが “0”�として|き!
み�のíóをします。このチェックボックス
を��しただけではLC717A30には|き!み

を#いません。eえば、｢IntOut｣のチェック
ボックスをチェックするならば、8GUIは
Control 2 Register [0x40]の|き!みデータとし

て02hをíóします。

5-9. ｢Store Control2｣
[5-8]でd�した^ビットの�+をjkさせた

ライトデータControl 2 Register [0x40]に|き!
みます。

5-10. ｢Text out all reg.｣
0x00～0x7Fのすべてのレジスタ`をリードし

、8GUIがÆ8されているフォルダ�に

“LC717A30_RegRead.txt”�ファイルとして>?
されます。
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�23�4パラメータウィンドウ

(Calibration Parameter Window)

6−6 6−86−76−4 6−5

6−36−26−1

6-1. ｢CdacP｣
Cin0～Cin7の4¶+	`(CdacP)をd�および

�Wします。

jkレジスタ: Cin X CdacP Register (X = 0 to 7)
[0x22, 0x24, 0x26, 0x28]

6-2. ｢CdacM｣
Cin0～Cin7の4¶+	`(CdacM)をd�および

�Wします。

jkレジスタ: Cin X CdacM Register (X = 0 to 7)
[0x23, 0x25 ,0x27, 0x29]

6-3. ｢Digital Offset｣
Cin0～Cin7の4¶+	`(Digital Offset)をd�
および�Wします。

jkレジスタ: Cin X Digital Offset Register
(X = 0 to 7) [0x06～0x09]

6-4. ｢Load｣
�cしたファイルから｢Calibration Parameter
Window｣テキストボックス�にすべての`を

��させます。(ファイル¨©Qは、“.cal”)
6-5. ｢Save｣

｢Calibration Parameter Window｣テキストボック
ス�のすべての`をファイルとしてセーブし

ます。(ファイル¨©Qは、“.cal”)
6-6. ｢Read｣

Cin0～Cin7の4¶+	`(CdacP, CdacM [0x22
～0x29], Digital Offsetp [0x06～0x09])をリード
して、jkするテキストボックス�に�Wし

ます。

6-7. ｢Write + ParaCh｣
Cin0～Cin7の4¶+	`(CdacP, CdacM
[0x22～0x29], DigitalOffset [0x06～0x09])をラ
イトしてLC717A30のレジスタを|きGえた

�に、Control 1 Register [0x2F]のParaChビット
に “1”�をライトして���+をLSI��に��

します。

Û、�rオフセットキャリブレーションが�
�となる��にしている<M、4¶+	`が

すぐに|きGわるôれがありますので、8&
�KLsは�rオフセットキャリブレーショ
ンが��(DISABLE)となる��にしてKLし

てください。(eえば、[4−21] ｢Cycle (Short
Interval)｣に “0”�を��すると�rオフセット

キャリブレーションは��となります)
6-8. ｢Clear｣

｢Calibration Parameter Window｣テキストボック
スをクリアし、Cin0～Cin7すべての�Wを00h
に�します。

6789�0ウィンドウ

(Liquid Setting Window)

7−37−1 7−2

7-1. ｢Cin0～Cin7｣
Cin�,�p$%ウィンドウに�WするCinチ
ャネルを�cします

7-2. ｢ON/OFF｣ または ｢Level｣
♦�｢ON/OFF｣チェック�の<M、タッチ

ON/OFFo��p(0x2A)にjkした�Wを

します。

♦�｢Level｣チェック�の<M、AD`の`にk

じて�3する�Wをします。

7-3. ｢Invert｣
[7-2]で｢Level｣を�cした<M、｢Invert｣チェ
ック�にするとマイナスAD`がプラスAD`
として�L�Wします。
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3�)0ウィンドウ

(Capacitance Checker Window)

8−4

8−5

8−3

8−2

8−1

8-1. ｢UseCh｣
��ウィンドウの｢Use Ch｣チェック/0が�
Wされます。チェック�のCinチャネルの+	
が,�されます。

8-2. ｢External Cdac｣
�きな+	のセンサー�*をKLしたアプリ
ケーションのためにÉçけ+	をKLした+
	,�#う<M、Éçけコンデンサの+	を

��します。

8-3. ｢Cin(Non Measure)｣
��ウィンドウの｢Cin (Non Measure)｣�c/
0が�Wされます。

8-4. ｢Capacitance Check START｣
��ウィンドウで��された·¸で+	,�
を$�します。,��pは、[8−5]テキストボ
ックスに�Wします。É�õö、��·¸、

センサー�*+	YによりÑ.に+	,�で

きないチャネルがÇ¬した<Mは、�Wされ

るメッセージを÷Qにしてください。また、

+	,�アプリケーション・ソフトウェア

“LC717ACapChecker2.exe”�の+	,��pと

XRしない<Mがあります。

8-5.,��p�Wテキストボックス
+	,�vwの>ø/µ、,��p、エラー
メッセージが�Wされます。

GUI��:の;<4について
8GUIがÆ8されているフォルダ�に��ファイ

ル “SetParamDefault.prm”�が?ùする<Mは、GUI�
�sの�q`として)�rにロードします。

8GUIがÆ8されているフォルダ�に��ファイ

ル “SetParamDefault.prm”�が?ùしない<Mは、GUI
��sにファイルダイアログボックスが$きます。

ここで:;の��ファイルを�cすると、�cした

��ファイルをGUIがロードし��ファイルの�+

を��します。Û、��ファイルを�cせずファイ
ルダイアログボックスを�じた<M、8GUIはúS
�û0の�q��しか#わないため、GUI��¤�
にすべての��+üについておýÃ)Tで×��す

るúSがあります。��GUIアプリ(Version 1.0)で�
したパラメータファイルは、8GUIアプリ(Version
2.0)ではロードできませんので、{たに�してく

ださい。

=*�の>?について
8GUIは、タッチONo�になったときに�p5を

6らすことができます。

8GUIがÆ8されているフォルダ�の “wave”�フォ
ルダ�に�p5データ “TouchSW1.wav”�～�“TouchSW
8.wav” により、タッチON/OFFo��pがONo�し

たsにjkするチャネルのwaveファイルが×¬され

ます。þし、�p5が6るとき、vw7Öが�Nす

る<Mがあります。そのため、��したs���で

データログをª«したい<M、メインウィンドウの

[1−30]�｢Sound OFF｣をチェック�に��することを

yzします。
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